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1自 然 と老 人
TheOldManandtheSeaは,海を舞台 に,老 人 と自然 との暖 かい触
合 いを描 いた作品であ る。老 人 は漁夫 として,常 に 自然 と接 して生 きて
きた人間 で,自 然 を心 か ら愛 し,悲 しみ も喜 び も共 に して きた。 自然 も
それ に答 えるか の ように,こ の両者 は何か眼 に見えない絆で しっか りと
結 ぼれ てい る。作 品中に は様hな 自然物が登場す るが,ど れ1つ を取上
げてみ て も,彼 にとっては重要 な意 味 を持 ち,彼 はそれ らを人間 と対等
に考え,人 間 と同 じ次元 で捕 えてい る。
老人 は大 海原 に小舟 を浮べ,魚 を求めて唯1人 どこまで も漂 って い く。
その姿 は孤独 だ。 だが,彼 自身 はそ う感 じてはいない。 なぜ な ら,自 分
が心 か ら愛 し,信 頼 してい るところの暖か な海 の懐 に抱 かれ,ま た,種 々
な海の生物 や太 陽,月,星 な ど,希 望や慰め を与 えて くれ るもの が周 囲
に存 在す るか らであ る。それ らの もの が,彼 をや さ し く迎 え入れ て くれ
るとい うのは,取 りも直 さず,老 人 自身が 自然 に対 して抱いて い る心情
の反映 であ る。 そ して,そ れ らとの結 びつ きには,誇 張や意 図的 なもの
は全 く感 じられず,極 めて 自然な印象が残 る。彼 に とって,自 然 とは,
人間に敵対す るとい うよ りも,む しろ人間 に恵み を与 える もので ある。
それは全編 を通 して感 じられ る ことで あるが,特 に海 に例を取 ってみ る
と,彼 の心 情が はっき りと読み とれ る。
Healwaysthoughtoftheseaaslarmanwhichiswhat
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peoplecallherinSpanishwhentheyloveher.Sometimesthose
wholovehersaybadthingsofherbuttheyarealwayssaidas
thoughshewereawoman.・ ・・・・・・・・…theoldmanalways
thoughtofherasfeminineandassomethingthatgaveor
withheldgreatfavours,andifshedidwildorwickedthingsit
wasbecauseshecouldnothelpthem.Themoonaffectsheras
itdoesawoman,hethought.
このよ うに,老 人 と自然 との関係は,信 頼 と調和に尽きると言 っても
よい。後に,彼 の前に"敵 、が現われる。それは偉大な力を備えた大魚
であるが,決 して自分のペースを乱すことなく,老 人の小舟を2日2晩
もの間曳いて泳ぎ続ける。老人も自分のあらゆ る経験 を生かし,手 段を
尽してそれと戦い,な んとしてでもしとめたいと思 う。 しかしなが ら,
こうした過程にあって,彼 は大魚に対して"敵"を 感ずるぼか りではな
く,"友 、をも感ずるのである。これは一見矛盾のようだが,矛 盾だ とは
考えさせ ないものがそこにある。それは,1つ には,大 魚が高貴 とも言
える程の態度で彼に望み,そ こに彼が英雄的精神 と行動を汲取 っている
為であろ うが,も っと根本的に言えぽ,老 人と自然とい うものの結びつ
,き がそれを支えているよ うに思える。
ところで,自 然と老人とのこうした結びつき,そ れはどこから生まれ
てきたものなのだろうか。第1に は,老 人に生まれながらにして与えら
れた,漁 師としての境遇が考えられる。それは彼にとって,変 えようと
して変えられるものではなかったかもしれない。そ うした事は別 として
も,彼 は海とい う自然の中ではぐくまれ,そ こに自分の生活を見出して
生 きてきた人間である。そして少なくとも,彼 はその境遇の中で精一杯
生 きようと努め てきたはずだ。彼が自然をこの上 なく愛するのは,そ う
した彼の生いたちが築 き上げていった彼の本性,つ まり,彼 の血が必然
的にそ うさせ るのだと言えるだろ う。彼は海から日々の糧を得ている。
しか し,海を単なる生活の為の闘争の場 とは考えていない。海は彼にとっ
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てや さしく,暖 かい存在だ。だが,そ れは一瞬のうちに,厳 しい状況に
彼を立たせることもしぼしばある。彼に試練を与えるが如 く,い くつも
の難題をつ きつけて くるのだ。海の持つそ うした力,強 さ,恐 しさ,そ 一
れ らを老人は十分に承知 している。その上で,彼 は自然のそ うしたもの
を常にあるが ままに受止め,認 容 してきた。老人と自然との関係は,こ
うした要素を持 っている。 しかし、それはむしろ,そ れらをすべて超越
した次元で結合 されたものなのだ と言 った方が適当なのかもしれない。
老人 と自然 との結びつきを考える上で,も う1つ 忘れてはならない重
要な要素がある。それは,作 者Hemingway自 身の自然感だ。彼は幼小
の頃から自然に親 しむ機会に恵まれていた。 自然愛好は初期開拓者以来
のHemingway家 の血の中に生 き続 けて きたものであり,彼 は父親や父
方 の祖母か ら,自 然について学ぶ ところが多かった。また,彼 の両親が
1898年 に ミシガン州のWalloonLakeに 別荘を購入したことによって,
さらに自然 と身近 に接するチャンスが与えられた。彼はここで様 々な自
然物に親 しみ,そ こでの生活に心からの安 らぎと喜びを見出していた。
こ うした,幼 児の時から自然に親 しむ機会を得られたことは,彼 にとっ
て意義深いことであ り,貴 重な体験 となって,後 までも大 きく影響を及
ぼ していくことになる。成人 してからのHemingwayの 自然愛好 とい う
ものは,す べて激しい肉体的行動を伴 うものであったが,そ れらを通 し
て自然を見つめ,自 然を探索し続 けてきたと言えるだろ う。自然は自分
に無限の可能性を追究させ るものであり,試 練に耐えさせる強靱な忍耐
力を養わせ るものだと彼は感じていたに違いない。
こ うしたHemingwayの 心情が余す所 なく描かれているのがThe
OldManandtheSeaで ある。自然の持つ強 さ,偉 大さと共に,自 然の
持つ慈愛のようなものを敏感に感 じ取 り,見極めたのがこの作品である。
登場人物である1人 の老人,そ こに作者Hemingwayは 自分自身を投影
させていたのではないだろうか。
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II文 明 と老 人
老人 と自然との間には,高 い次元での調和 と融合が見られ,彼 はい う
なれぽ自然人であると言ってもさしつかえない。だが,彼 も現代社会に
生 きる人間である以上,文 明 とも接 しているわけである。自然と文明,
それは相対するものであるが,自 然人である老人の文明への対処の仕方
とはどのような ものであろうか。
老人は,確 かに文明的な人間ではない。彼の生活を子細に眺めた時,
そ こに文明に浴 していると思われ るものは極めて少ない ように思われ
る。 しかし,次 の引用を見てみよう。
「彼は"飛 行機"や"モ ーターボー ト、などにも凶兆を感 じないばか
りか,そ れ らにある種の好奇心を感 じさえするのである。彼はまた,"文
明.の ひとつの象徴である 、金"に 対 しても,そ れ程潔癖ではない。『こ
の巨大なマーリンから,何 人分の食糧が得られるだろうか』と考え,『3
分の2料 理 して,1ポ ン ド30セン トとすると,い くらになるかな』 と思
う。いや,そ う言いただせぽ,彼 はこの魚を釣 り上げるのにも,き わめ
て職業的で,正 確だ。彼は一面徹底した リア リス トであ り,決 して潔癖
(2)な"文 明
"拒 否者 などではない。」
このように大橋健三郎は述べている。 さらに付け加えるなら,老 人は
野球にも興味を示 しているし,新 聞も読む。老人は文明 とはかけ離れた
人間であるかに見 えるが,1つ1つ 細か く考えてい くと,彼 も社会生活
を営んでいる以上,何 らかの形で文明 と結びついているし,ま た,彼 自
身もそれを否定 しようとはしていないことがわかる。が,今 述べたこと
は,彼 の文明 との表面的な関係にすぎない。 もう少し本質を探 ってみ よ
う。
「他面の彼は呆然たる夢想家だ。 よく考えてみれば,こ の作
品は,そ の大部分が老人の夢想からできあがっているのだ。 もちろんこ
こには,極 めて具体的で リアリスチ ックな魚釣 りのディーテイルがある。
だが,根 本的には,こ こには現実 と夢想の緊張した相剋があるのであり,
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しか もその緊張関 係は,前 者 に よって後者 が律せ られ るよ りは,よ り多
く後 者が前者 を逸脱 す る ことに よって,破 られが ちなのであ る。そ して,
彼 老人が最 後 に"ラ イオ ンの夢、 を見 る時に は,彼 の心 は完全 に現実の
世 界 を,し たが ってまた"文 明、 の世 界 を逸脱 して しま ってい る。 こ と
に"観 光 客"た ち と老 人の夢 との鮮 やか な対 比は,一 面 アイ ロニ ックで
もあ り,一 面悲壮 で もあ る。なぜ なら,こ れ は,あ る意 味では,、 、文明"
の拒否 とは言 わぬ まで も,少 な くとも"文 明.の 無視 であ る と同時 に,
老 人の心 とその世 界 の,現 実 の世 界にお ける敗 北 と,"文 明"の 世界 か ら
の疎外 を意 味 して いるか らだ。確 かに老人は,何 物 か に追 いつ め られて
い る。 そ して,こ こには"ラ イオ ンの夢 、 と"観 光 客 、の鮮 やか な対比
があ る以上,老 人 を追 いつめて いる もの は,や は り,ひ ろ くい って,"文
くヨ　
明"の 世 界 と考えていいので はなかろ うか」
老 人 は現実 の世 界 に生 きてい なが ら,常 に彼 の関心 はそ こか ら逸脱 し,
超 現実 の世 界 に向 け られ て いる。老 人の本当 に生 きるべ き所,や は りそ
れは 自然の中 でしか あ りえないのだろ うか。 一
老入 と文明 につ いて,も う少 し別の角度か ら眺めてみ たい。 それ は,
今、老 人 と文 明 との関連 につ いて述 べ てきたが,老 人 自身は,文 明 を ど
のよ うなものだ と考 えていたのだろ うか とい う事であ る。 この作品 を眺
めた時,老 人 は,文 明 とい うもの につ いて,そ れが ど うあ るべ き ものだ
とか,自 分が どの よ うな関連 を持 っているのだ とか,あ るいは,そ こで
の 自分 の対処 の仕方 等 につ いて,自 分の意 見を語 って はいない。そ こで,
先の引 用文 か らも言 え るこ とであるが,こ の作 品では,老 人その ものに
文 明につ いて語 らせ るので はな く,彼 を1つ の足 がか りとして文明を と
らえ,そ の批判を行 なお うとしてい る ように思 える。
文 明 とい うもの は,我 々に様 々な恩恵 を もた ら して くれ る。 多方面 の
分野 に渡 って,人 間生 活を豊 かに し,ま た,機 能的か つ円滑 に して くれ
るものだ と言 えるだろ う。 だが,裏 面か ら捕 えてみ る と,そ れ は,人 間
をメカ ニカルで画一的 な組織の中 に没入 させ,そ の結果,本 来人間が持 っ
て いる独 自性 を失わせ,均 一化 させ て しま う危険性 を も伴 っている。 さ
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らにそれ が高 じて くる と,人 間徃 の無視 に もつ なが って い く。
Hemingwayは,自 然を愛 好す る と共 に,人 間社会の有様 に も大 きな関
心 を寄せ ていた。 しか し,そ れ は人 間の本来 の姿が見 出せる ところ にで
あ り,従 って,彼 の心 をいつ も支配 していた ものは,原 始的 な世 界,つ
ま り,人 間 の根元 的 な純粋 さ,素 朴 さを消失 させ る とい う,悪 い意 味で
の文 明に犯 されて いない世 界で あ った。 彼 は自分 の理 想 とすべ きものを
老 人 の中に投入 し,そ の姿 と一般 の文明 人 と見 られ る人間 とを対 比す る
こ とに よって,自 分 の心に疼 いてい るこ とを語ろ うとして い る。
III大 魚 と の 戦 い の 意 味
TheOldManandtheSeaの主 体 を成 してい るのは,老 人 と大 魚 との
戦 いであ る。2日2晩 もの間,老 人は大魚に曳回 され たあげ く,や っ と
の思 いでそれを し とめ る。 が,結 果的 に言 えば,そ れを さん ざん に鮫 に
食 い荒 されて,彼 の苦 労 は水泡に帰 して しまう。 しか し,表 面的 にはそ
う見え るものも,実 は,奥 に大 きな意 味 を含 んでいるのであ る。ここに,
1つ 考 えてみた い問題が生 じて くる。そ れは,老 人 に とって,大 魚 とは
い ったい何 だ ったのか,大 魚 との戦 いが彼 に何 をもた らした のか,と い
うこ とだ。
大 魚は,初 め は老 人に と って,単 なる敵 だ った。 しか し,そ れが高貴
とも言 え る程堂 々 とした態度 を示 したこ とか ら,彼 は次第に愛着 を覚 え,
つ いには友情や 兄弟愛 まで も感ず る よ うにな る。そ して,こ の交 流を通
して,彼 は様 々の事柄 につ いて 自分 自身を分析 しなが ら追 究 してい くこ
とに なる。 例えば,自 分 が漁 師で あるが為に味わわね ばな らない孤独感
につ いて考 えた り,あ るい は,そ の考 えを否定 して,自 分 は漁 師に生 ま
れ つい てい るこ とを再確 認 し,そ うした状況 を 自分 の もの として,あ く
まで受入れ てい くべ きなのだ とい うこ とを 自分 に言 い聞かせ た りす る。
また,彼 は,大 魚 に向 って"Iwillshowhimwhatamancandoand
whatamanendures.(4)と 言 って いるが,そ れ は,魚 に人間 の威厳を誇示
す る と同時 に,人 間 には い ったい何がで きるのか,人 間 の耐 えて いかね
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ぽ な らない ことは何なの か と,自 分 自身 に逆 に問 ってい るのだ と考 えら
れ ないで もない。 さらに,生 き物 を殺す ことにつ いて罪 の意 識 を感 じ,
自問 自答 を繰 り返 した りす る。 これ らはすべ て,彼 が今 まで考 えて もみ
なか った事 ばか りであ る。 そ して,こ の よ うに彼 の精神 的 な探究 は様 々
な方 向 に発展 してい くが,そ の根底 に流れ るもの,そ れ は,人 間 は苦痛
の 中 にお いて,い かに生 きるべ きか とい う問題で はないだ ろ うか。 この
ことを考 え る上で,"graceunderpressure"とい う言葉 に注 目してみた
い。 これ は作 者Hemingway自 身 が,人 間の行動 を観察 し,そ の1つ の
到達 点 として見出 した ものであ るが,老 人を表現す るの に最適 な言葉で
あ る と思わ れ る。
大魚 との戦 いは,肉 体 と精神,'両 面 において彼 を疲れ 果 て させ,死 の
一 歩手前 に まで追 いや った。 しか し,こ うした 中にあ っても,彼 は,決
して,人 間 として の誇 りを失 な うこ とはなか った。それ は,魚 に対 して
投げか け る言葉,自 分 自身 に対 して話 しか け る言葉 の 中に顕著で あるが,
3日 間 の彼 の行動を観察 してみ る と,一 貫 して彼 に備わ って いた と考 え
て もよい よ うだ。 事実,yに 襲撃 され,自 分が必死 の思 いで手 に入れた
魚を 食い荒 され る憂 き 目に合 った時 で さえ も,自 分 の境 遇や運命 を悲観
す るこ とな く,今,自 分 は人間 と して何を なすべ きかを 自覚 して,最 善
を尽すべ く,そ れ に立 向 ってい くのだ。結 局,彼 の抵抗 は無意味 な もの
に終 って しま う。 が,人 事をすべ て尽 してそ うな った結果 に,何 の後悔
が残 るだろ うか。 この世 の中に は,人 間の力で は簡単 に征服 し得 ない も
のが 多分 にあ る。 しか し,大 切 なこ とは,そ うした困難,険 し さの中で
いか に振 舞 うか,と い うことで はないだろ うか。老 人が 大魚 を心 か ら愛
す る ことがで きたの も,そ れが,最 後 まで正 々堂 々と,気 品 を失 うこと
な く彼 と戦 ったか らで あ り,そ こに,自 分 自身の生 き方 に通ず る ものが
あ る とまでは気づか ないに して も,何 か しら,彼 の心 を豊か に満 して く
れ る ものを敏感に感 じ取 っていた 為で あろ う。"graceunderpressure';
この言葉 が ここに生 きて くる。
この よ うに,老 人の行動 は,"graceunderpressure"とい う言葉 に よっ
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てf応 の枠の中に収めてxる こと姪 ぶ る・だカ㍉ またこ繊"A
mancanbedestroyedbutnotdefeated."とい う,老 人の1つ の悟 りを
示 す 言葉 とも関連 して思 い浮かべ られ る ものであ ろ う。 なぜ な ら,老 人
は,自 分,ま たは,人 間 とい うものの不 屈性に,強 い信頼 を抱 いて いた
か らこそ,困 難の中 にあ っても,気 品を失 なわず にい られ たのだ と考 え
るべ きだか らであ る。確 か に,老 人に も弱 さはあ る。 しか し,そ れ を補
うに足 りる信念を失 うこ とはなか った。 も し,彼 が 自分 は全 く弱 い存在
で あ り,自 然の偉大 な力の 前には,無 力 に近 いのだ とあ きらめて いたな
ら,こ れ程 雄 々し く行動す ることがで きた だろ うか。
"Amancanbedestroyedbutnotdefeated."と い うこ とにつ いて,
作者Hemingwayは,こ の作 品を書 くにあた って,か な りその点 を意識
していた らしい。A.E.Hotchnerとのある対 話の中 に こん な箇所 があ
る。
"ThereisattheheartofittheoldestdoubledichoIknow."
"What'sadoubledicho?"
"lt'sasayingthatmakesastatementforwardorbackward.
Nowthisdichois:Mancanbedestroyedbutnotdefeated."
"Mancanbedefeatedbutnotdestroyed."
"Yes,that'sitsinversion,butI'vealwayspreferredtobelieve
(6)
thatmanisundefeated."
これ は,Hemingway自 身の,や は り自分 に対す る絶対 の 自信か ら生 ま
れ た言葉 だ と考 えて よい と思 う。その考 えが,TheOldManandtheSea
の老 人に も投影 してい ったのだろ う。
老 人に とって,大 魚 とはい った い何だ ったのか,大 魚 との戦 いが彼に
何 を もた らした のか とい う問題にろ いて,以 上 のよ うに意 見 を発展 させ
て ぎたが,こ れ らの中 に,何 らか の解答 を見 出 した よ うに も思 う。 ここ
で,そ れを一言 で ま とめ てみ るな ら,大 魚 との戦 いは,老 人 に,新 しい
見 地か ら自己 を再 確認 させ る と同時 に,自 分 の可能 性の限界 を試 す良 い
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チ ャンスを与 えたのだ と言 えるだ ろ う。そ して,こ れ を経験 した ことに
よって,彼 は新 しい人生 の出発 を見るか も しれ ない,と は考 え られ ない
だ ろ うか。
IVHemingwayの 求 め た 理 想 世 界
HemingwayはTheOldManandtheSeaYこついて,"lt'sasthough
の
IhadgottenfinallywhatIhadbeenworkingforallmyIife!'と述 べ
て い る。彼 は一 生涯,人 間 の生 き方 につ いて探索 を続 けて きた。 それ は
作 品の 中にお いて,様 々な形 で表現 されてい るが,そ こに1つ 共通 点 が
見出せ る。
rHemingwayの 描 く世 界の様 々な状 況,様 々な登 場人物 は,い ずれ も
例 外 な く絶 えず死 と隣 り合わせて生 き,絶 えず 身に迫 る破滅 を意 識す る
人間の それ に他 な らない。その典型的 な状況 において,絶 望的 な危険 と
それ に対す る果敢 な闘い,そ して,あ る瞬間不意 にあ らわれ るdeathof
violenceHemingwayは,そうした世 界にいつ もわ るびれず に生 き
(s)
続 けた。」
この 引用 か ら知る こ とがで きるよ うに,人 間を"死"と い うもの と直
面 させ る ことによって,そ こか ら人間 の生 ぎ方 を捕 え よ うとして い る。
人間 を1つ の原点に立返 らせ る意 味で,ま た,人 間 の本質 を見極 め る意
味 で,死 と対面 させ る ことは効果 があ るか も しれ ない。TheOldMan
andtheSeaに 描かれ た老 人 も,死 と生 との瀬 戸際の瞬間 を体験 し,そ こ
におい て,改 めて 自分 を鋭 く見つめ直 して いる。 あ るい は,彼 は極限 に
立 た されて,初 めて人間 とは何 なのか,人 間 とは ど う生 きるべ きものな
のか を,自 分 自身に問いか けたのだ と考 える こともで きるだろ う。
Hemingwayは,TheOldManandtheSea以前 の作品で は,人 間 を
描 く場合 に,社 会の 中において捕 え よ うとしていた。 しか し,様hな 批
評 家が 指摘 している よ うに,そ こでは,極 め尽 した人間 の姿 を表 現す る
ことはで きなか った。 混沌 とした ものが渦巻 く社 会にお いては,彼 の求
め る人間 像は,明 確に は浮 び上 って こなか った よ うだ。TheOldMan
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andtheSeaに おい ては,そ の背景 に 自然 とい う,純 一 な世界 が設 置 され
て いる。 この背景 は,社 会 とい うもの と比較 した時,比 べ ものにな らな
い程単純で,し か も,純 粋 な領域で あ る。そ うした中に1人 の人間 を登
場 させ,死 と直面 す る よ うな大 きな事件 とか らみ合わせて,人 間 の在 り
方 を追究 しようとして い る。Hemingwayに とって,自 然 とは極め て 自分
に親 しい もので あ り,常 にそ こに潤い を求めていた。彼 がTheOld1Vlan
andtheSeaを 描 く時,彼 の脳裡 には,様 々な自然物 との交 りが鮮 かに思
い浮べ られ たに違 い ない。 自然 とは,人 間を素直 に,そ して純粋 に させ
る もの,そ うした中で生 き続 けた老 人,そ の中 に,人 間の本質 を彼は初
め て捕 える ことがで きた。
Hemingwayの 伝記 か ら探 ってみ る と,彼 が老 人 と自然 との関係 に,自
分 自身の 自然感 を投影 させ てい るこ とは間違 い ない。 その他,作 品中 の
様 々な箇所 に,彼 の行動 の反映が見 られ る。Hemingwayは,非 常 に素朴
な"原 始的世界"を 常 に求めてい た。 それ は,人 間 を被 って いる ヴ ェー
ルを取除 ぎ,赤 裸 々な状 態 にさせ得 る世 界で ある。 そ こに は,醜 い争 い
も,偽 善 も,わ だか ま りもない。すべ てが透明で,し か も,暖 か味に あ
ふ れてい る。Hemingwayは,こ の作品 を仕 上げ た時,自 分が生涯 求め て
いた理想境 をつ かみ得 た と確信 した。
V結 び
TheOldManandtheSeaに対す る批評 は様hで ある。しか し,「彼 の
到達 点は,人 間 を孤立 した個人 と して捕 えた上で の到達点で ある。政 治
には背を向 け,社 会的展 望は一切持込 まず,い わ ば,爽 雑物 をすべ て排
除 したところに,『老人 と海』の純一 な世界は築かれたのだ曾 とす る同
様な意見が非常に多い。確かに,こ の作品からは,人 間社会に存在す る
色々な問題は閉め出され,1人 の人間にのみスポ ットが当てられてい る。
その捕え方は,社 会とい う大きな次元か ら考えるなら,全 くミクロ的 だ
と言えるだろ う。だが,次 のような批評 もある。
「老人の大海における絶対的な孤独 とそれへの信念とい うことは,老
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人 自身の現実社 会へ の無 言の,し か も力強い批 判を秘めて はい ない だろ
うか。輝か しい魚 は,老 人の唯一 の友であ り,兄 弟で はあるが,こ の2
つ の ものは,こ の大 海では もはや現実社 会の もので はない。 彼 らは,現
実社会 がす でに見失 って しま った何か貴重 な もの を2人 き りで分 ち持 っ
て いるので ある。魚の栄光 は,孤 独 な老 人の栄光で もあ り,ま た,す で
に失われ て しま った人間 の栄光 で もあ る。結 末の,美 々しいが無知 な都
の会
の観光 客 と,み す ぼ らしいが栄光 を身 を もって知 った老人 との対 照 は,
そ うした無言 の力強 い批判 を裏 づ けるもの とも見 られ るのだ」⑩
TheOldManandtheSeaは,現実社会 に胚 胎す る一 切の問題 を排除
してい るかに見 えて,実 はその中に,社 会 を語 っている とい うので あ る。
老 人は,超 現実の世界 に生 きる人間 であ り,そ こにおいて のみ 勝利 を得
ることので きる人間で あ る。 が,こ の作品を深 く探 る時,そ の根底 をな
す もの として,あ るいは作品が描かれ た動 機 として,や は り現実 社会 を
念頭 に置 く必要 がある と思われ る。
Hemingwayは 常 に現 実の社会 を 自分の眼で 見,肌 でそれ を味わ って
きた人 間であ る。彼 が現実 を知 れ ば知 る程,そ れ は複雑 で,矛 盾 に満 ち,
しか も,つ かみ どころの ない程 混沌 とした ものであ るこ とがわか って く
る。 だか ら こそ,自 然 とい う純粋 無垢 な世界 を 背景 に,現 実 の社会で は
もはや 果 し得 ない こと,つ ま り,人 間の本 当の素朴 さ,高 貴 さを取戻す
こと,そ うした ものを求め,実 現すべ く,TheOldManandtheSeaを
描 いたの だ と言 えるだ ろ う。
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